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読

物

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
出
張
報
告

Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ａ
２
０
２
４
年
次
総
会
へ
の
参
加

一　

は
じ
め
に

令
和
六
年
九
月
二
日
（
月
）
か
ら
同
月
六
日
（
金
）
ま
で
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
共
和
国
に
お
い
て
、
国
際
矯
正
・
刑
務
所
協
会
二
〇

二
四
年
次
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
矯
正
局
及
び
矯

正
研
修
所
効
果
検
証
セ
ン
タ
ー
か
ら
二
名
が
出
張
し
、
口
頭
発
表

を
行
い
ま
し
た
の
で
、
各
国
等
の
発
表
の
一
部
、
矯
正
局
と
効
果

検
証
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
発
表
及
び
最
終
日
に
参
加
し
た
施
設
見
学

に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

二　

Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ａ
に
つ
い
て

国
際
矯
正
・
刑
務
所
協
会
（ICPA

：International Correc-

tions and Prisons A
ssociation 

以
下
「
Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ａ
」
と
い
う
。）
は
、

本
部
を
カ
ナ
ダ
に
置
く
非
営
利
組
織
で
あ
り
、
国
連
の
経
済
社
会

理
事
会
に
お
け
る
特
別
評
議
の
資
格
を
有
し
て
い
ま
す
。

同
協
会
は
、
矯
正
専
門
家
の
た
め
の
組
織
で
あ
り
、
矯
正
分
野

に
お
け
る
世
界
的
な
理
解
及
び
プ
ロ
意
識
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に

設
立
さ
れ
た
も
の
で
、
同
分
野
に
関
す
る
意
見
、
技
術
及
び
ベ
ス

矯
正
局
少
年
矯
正
課
少
年
院
係
法
務
専
門
官　

鈴す
ず

木き

貴た
か

之ゆ
き

矯
正
研
修
所
効
果
検
証
セ
ン
タ
ー
効
果
検
証
官
補　

九く

の

り里

真ま

緒お
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ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
に
関
す
る
情
報
交
換
を
す
る
た
め
に
年
次
総
会

を
開
催
し
、
毎
年
約
三
五
〇
の
代
表
が
参
加
し
て
い
ま
す
。

三　

イ
エ
ロ
ー
リ
ボ
ン
ラ
ン
に
つ
い
て

Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ａ
２
０
２
４
年
次
総
会
に
先
立
ち
、「A

 N
ation Be-

yond Second Chances
（
セ
カ
ン
ド
チ
ャ
ン
ス
を
超
え
た
国
）」

を
テ
ー
マ
に
し
た
「Y

ellow
 Ribbon Prison Run 2024

」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「Y
ellow

 Ribbon Prison Run

」
は
、「
前
科
が
あ
る
人
の
社

会
復
帰
を
支
援
す
る
」
こ
と

を
訴
え
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の

運
動
で
あ
る
「Y

ellow
 

Ribbon Project

」
の
一
環

と
し
て
、実
施
さ
れ
て
お
り
、

二
〇
〇
九
年
に
開
始
さ
れ
た

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ゲ
ス
ト
と

し
て
、
リ
ー
・
シ
ェ
ン
ロ
ン

上
級
大
臣
が
招
聘へ

い

さ
れ
る
な

ど
、大
々
的
な
催
し
で
し
た
。

ラ
ン
の
ゴ
ー
ル
は
、
チ
ャ
ン
ギ
刑
務
所
内
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
と

な
っ
て
お
り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
元
犯
罪
者
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
元
犯
罪
者
の
変
革
の
旅
を
紹
介
す
る
展
示
会
な

ど
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

四　

Ｉ
Ｃ
Ｐ
Ａ
２
０
２
４
年
次
総
会

本
年
度
の
テ
ー
マ
は
、「Enabling D

esistance: Beyond 
Recidivism

」
で
、
再
犯
を
超
え
て
立
ち
直
り
を
可
能
に
す
る
た

め
の
幅
広
い
ト
ピ
ッ
ク
が
取
り
上
げ
ら
れ
、
各
国
の
矯
正
分
野
の

専
門
家
が
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ

ス
を
共
有
し
、
互
い
に
学
び
合

う
場
と
な
り
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
、
七
〇
を
超
え
る
国
か
ら

八
〇
〇
人
を
超
え
る
矯
正
関
係

者
等
が
参
加
し
ま
し
た
。

日
本
の
少
年
矯
正
に
お
い
て

は
、
令
和
四
年
四
月
一
日
に
施

行
さ
れ
た
改
正
少
年
法
施
行
五

年
後
の
在
り
方
等
の
検
討
に
向

イエローリボンラン

オープニング
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け
少
年
院
出
院
者
の
成
り
行
き
調
査
を
行
う
こ
と
を
予
定
し
て
い

る
と
こ
ろ
、
そ
れ
に
当
た
り
必
要
な
情
報
収
集
を
行
う
べ
く
、
各

国
の
発
表
の
聴
講
や
参
加
者
と
の
意
見
交
換
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。五　

全
体
会
合
に
お
け
る
発
表
例

　

再
犯
を
超
え
て
（
基
調
講
演
） 

（Beyond Recidivism
: Keynote Presentation

）

ア
メ
リ
カ
矯
正
協
会
会
長
のD

enise M
. Robinson

氏
か
ら
、

以
下
の
内
容
の
基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ア　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
け
る
犯
罪
者
の
状
況
等
に
つ
い
て

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
は
、
成
人
に
つ
い
て
、
六
五
％
の

受
刑
者
が
薬
物
使
用
障
害
の
診
断
を
受
け
て
お
り
、
さ
ら
に
、

二 

〇
％
が
犯
罪
発
生
時
に
薬
物
使
用
に
よ
る
影
響
下
に
あ
っ
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
四
四
％
の
受
刑
者
が
深
刻
な
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
障
害
を
持
ち
、
刑
務
所
出
所
者
の
二
七
％
は
失
業
し
て
お

り
、
さ
ら
に
、
刑
務
所
出
所
者
は
一
般
の
人
々
よ
り
も
一
〇
倍
も

ホ
ー
ム
レ
ス
に
な
る
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

イ�　

立
ち
直
り
の
概
念
及
び
再
犯
を
防
止
す
る
た
め
の
介
入
内
容

（
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
評
価
の
考
え
方
に
つ
い
て

再
犯
は
明
確
な
定
義
が
あ
り
、
犯
罪
行
為
に
戻
っ
た
か
ど
う
か

を
捉
え
ま
す
が
、
立
ち
直
り
（desistance

）
に
つ
い
て
考
え
る

際
に
、
再
犯
し
た
か
し
な
い
か
の
二
項
対
立
に
基
づ
い
て
考
え
る

の
で
は
不
十
分
で
す
。
立
ち
直
り
と
い
う
概
念
は
、
犯
罪
行
為
を

や
め
て
社
会
に
再
統
合
す
る
プ
ロ
セ
ス
に
焦
点
を
当
て
て
お
り
、

再
犯
と
は
異
な
り
ま
す
。
離
脱
の
プ
ロ
セ
ス
、
そ
の
状
況
を
評
価

す
る
こ
と
で
よ
り
深
い
理
解
が
得
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、
再
犯

を
防
止
す
る
た
め
の
各
種
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
評
価
す
る
に
当
た
っ

て
は
、
再
犯
率
だ
け
で
な
く
、
対
象
者
の
生
活
の
質
、
雇
用
状
況
、

家
族
関
係
、
社
会
的
支
援
な
ど
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
雇
用
率
、
治
療
セ
ッ
シ
ョ
ン
の
出
席
率
、
地
域
貢

献
な
ど
の
指
標
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ウ　

社
会
復
帰
支
援
の
重
要
性
に
つ
い
て

再
犯
防
止
に
は
、
社
会
復
帰
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
包
括
的
な
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
不
可
欠
で
す
。
ま
た
、
そ
の
成
功
の
指
標
と
し
て
は
、

雇
用
、
家
族
の
再
統
合
、
地
域
社
会
へ
の
参
加
が
挙
げ
ら
れ
、
こ

れ
ら
の
要
素
が
相
互
に
関
連
す
る
こ
と
で
、
個
人
が
社
会
に
適
応

す
る
た
め
の
基
盤
を
築
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
単
に
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再
犯
率
を
下
げ
る
こ
と
が
目
標
で
は
な
く
、
健
全
な
社
会
復
帰
を

実
現
す
る
た
め
の
支
援
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

最
近
の
研
究
が
示
す
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
適
切
な
支
援
を
受
け

る
こ
と
で
再
犯
リ
ス
ク
を
大
幅
に
減
少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
知
見
は
、
効
果
的
な
介
入
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
必
要
性
を
再
確
認
さ
せ
、
成
功
事
例
に
基
づ
く
新
た

な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

社
会
復
帰
支
援
と
し
て
、
適
切
な
雇
用
機
会
や
住
居
を
提
供
す

る
こ
と
は
、
罪
を
犯
し
た
人
が
社
会
に
再
統
合
さ
れ
る
た
め
の
基

盤
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
家

族
や
友
人
の
支
援
も
重
要
で

あ
り
、
社
会
的
な
つ
な
が
り

を
強
化
す
る
こ
と
で
再
犯
リ

ス
ク
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
支

援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
築
く

こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
個
人

の
再
統
合
を
成
功
さ
せ
る
た

め
に
は
、
周
囲
の
支
援
が
不

可
欠
で
す
。

さ
ら
に
、
地
域
社
会
と
の
連
携
が
再
犯
防
止
に
お
い
て
重
要
な

役
割
を
果
た
し
ま
す
。
地
域
の
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
は
、
罪
を
犯
し
た
人
の
社
会
へ
の
再
統
合
を
助
け
、

地
域
全
体
で
の
取
組
が
再
犯
率
を
低
下
さ
せ
る
効
果
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
地
域
の
関
与
は
、
対
象
者
を
受
け
入
れ
る
だ
け
で
な
く
、

支
援
を
提
供
し
、
個
人
の
成
長
を
促
す
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

六　

分
科
会
に
お
け
る
発
表
例

（
一
）　

第
二
回
世
界
保
護
司
会
議
の
成
果

法
務
省
保
護
局
か
ら
以
下
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

二
〇
一
四
年
に
東
京
で
初
の
ア
ジ
ア
保
護
司
会
議
が
開
催
さ

れ
、
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
を
目
指
す

宣
言
が
採
択
さ
れ
る
と
と
も
に
、
二
〇
二
一
年
に
は
第
一
回
世
界

保
護
司
会
議
が
開
催
さ
れ
、国
際
的
な
協
力
が
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
二
〇
二
四
年
四
月
オ
ラ
ン
ダ
・
ハ
ー
グ
に
お
い
て
「T

he 
Future of Probation and Parole

」
を
テ
ー
マ
に
開
催
さ
れ
た

第
六
回
世
界
保
護
観
察
会
議
に
は
、
六
一
か
国
以
上
か
ら
五
〇
〇

名
以
上
が
参
加
し
、
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
と
し
て
、
第
二
回

基調講演
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世
界
保
護
司
会
議
が
開
か

れ
、
世
界
各
地
で
活
躍
す
る

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
重
要

性
が
再
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
会
議
が
開
催
さ
れ

た
四
月
一
七
日
を
「
国
際
更

生
保
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

日
」
と
す
る
宣
言
が
採
択
さ

れ
ま
し
た
。

日
本
で
は
「
社
会
を
明
る

く
す
る
運
動
」
な
ど
の
啓
発

活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
ほ
か
、
同
運
動
に
お
け
る
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

と
タ
イ
と
の
共
同
イ
ベ
ン
ト
も
成
功
を
収
め
て
お
り
、
今
後
の
グ

ロ
ー
バ
ル
な
協
力
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
世
界
中
の
犯
罪
者
の
立

ち
直
り
支
援
を
行
う
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
存
在
は
重
要
で
あ

り
、
再
犯
を
減
ら
す
た
め
に
は
国
際
的
な
協
力
が
不
可
欠
で
す
。

四
月
一
七
日
は
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
た
た
え
る
国
際
デ
ー
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
も
つ
な
が
り
を
強
化
し
て
い
く
こ

と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

（
二
） 　

立
ち
直
り
の
た
め
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
活
用

（H
arnessing Technology for D

esistance

）

イ
ギ
リ
ス
のPatricia O

’H
agan

氏
か
ら
以
下
の
発
表
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

矯
正
施
設
で
働
く
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
エ
ン
ジ
ニ
ア
と
し
て
二
五
年

間
勤
務
し
た
後
、
矯
正
施
設
に
い
る
人
々
を
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
支

援
す
る
こ
と
を
使
命
と
す
るCore System

s

を
設
立
し
ま
し

た
。多

く
の
受
刑
者
は
、
科
学
の
進
歩
や
成
功
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク

を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、そ
れ
が
問
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

特
に
、
デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
が
社
会
復
帰
の
成
功
に
不
可
欠
で

す
。テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
急
速
な
進
化
に
よ
り
、刑
務
所
に
い
る
人
々

が
社
会
に
戻
っ
た
と
き
に
不
利
な
立
場
に
立
た
な
い
よ
う
支
援
す

る
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
す
。

過
去
一
五
年
間
で
、
刑
務
所
内
で
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
利
用
が

進
み
、一
部
で
は
個
人
用
デ
バ
イ
ス
の
使
用
が
許
可
さ
れ
る
な
ど
、

少
し
ず
つ
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
利
活
用
は
進
ん
で
い
ま
す
が
、
依

然
と
し
て
多
く
の
課
題
が
残
っ
て
い
ま
す
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
通
じ
て
人
々
の
つ
な
が
り
を
強
化
し
、
コ

保護局の発表
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ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま

す
。社
会
復
帰
に
向
け
た
支
援
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
環
境
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
に
関
す
る
教
育
で
再
犯
率
を
四
三
％
減
少

さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
す
デ
ー
タ
も
あ
り
ま
す
。

特
に
、
仮
想
現
実
（
Ｖ
Ｒ
）
の
利
用
が
新
し
い
教
育
方
法
と
し

て
有
望
で
、
効
果
的
な
職
業
訓
練
を
提
供
で
き
る
可
能
性
に
期
待

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
、
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
も
の
で
あ
り
、
個
々

の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
支
援
を
行
う
た
め
の
強
力
な
ツ
ー
ル
と
な
り

得
ま
す
。

（
三
） 　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
受
刑
者
の
長
期
的
な
キ
ャ
リ
ア

開
発
と
機
動
性
を
強
化
す
る
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ

（Singapore’s Approach to Enhance Long Term
 

C
areer D

evelopm
ent and M

obility of O
ffenders

）

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
のBryan H

ow

氏
か
ら
、
以
下
の
発
表
が
な

さ
れ
ま
し
た
。

包
括
的
な
社
会
の
実
現
と
、
再
犯
率
の
低
下
を
目
的
に
、

Erban Singapore

を
設
立
し
ま
し
た
。
特
に
、
受
刑
者
等
が
釈

放
後
に
有
意
義
な
キ
ャ
リ
ア
を
持
て
る
よ
う
支
援
す
る
こ
と
を
重

視
し
て
お
り
、
受
刑
者
等
に
対
す
る
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や

キ
ャ
リ
ア
開
発
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
受
刑
者
等
が
社
会
に
再

統
合
さ
れ
る
た
め
の
準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

Erban Singapore

は
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
矯
正
局
と
も
連
携
し
、

受
刑
者
等
の
再
犯
防
止
の
た
め
の
取
組
を
進
め
て
お
り
、
受
刑
者

等
の
刑
務
所
生
活
か
ら
釈
放
後
ま
で
、
継
続
的
な
サ
ポ
ー
ト
を
提

供
す
る
こ
と
で
、
生
涯
学
習
と
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
促
進
す

る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
だ
け
で
な
く
、
受
刑
者
の
ニ
ー

ズ
に
基
づ
い
た
就
労
の
マ
ッ
チ
ン
グ
も
行
っ
て
お
り
、
就
職
後
も

定
着
支
援
を
行
う
こ
と
で
、
彼
ら
の
自
立
を
促
進
し
て
い
ま
す
。

七　

矯
正
局
及
び
効
果
検
証
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
発
表

「
非
行
少
年
の
立
ち
直
り
に
お
け
る
困
難
へ
の
対
処
︱
社
会
的

包
摂
を
促
進
、
阻
害
す
る
要
因
に
着
目
し
て
」
と
題
し
、
以
下
の

（
一
）
及
び
（
二
）
の
内
容
に
つ
い
て
口
頭
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
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（
一
）　

我
が
国
の
少
年
院
に
お
け
る
再
非
行
防
止
に
向
け
た
取
組

我
が
国
に
お
い
て
は
、
政
府
全
体
で
再
犯
防
止
に
向
け
た
取
組

を
推
進
し
て
お
り
、
刑
事
施
設
・
少
年
院
へ
二
年
以
内
に
再
入
所

等
す
る
者
の
割
合
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
、
少
年
院
で
は
個
々
の

在
院
者
の
特
性
に
応
じ
て
矯
正
教
育
の
目
標
を
定
め
、
矯
正
教
育

と
社
会
復
帰
支
援
を
大
き
な
二
本
柱
と
し
た
指
導
や
支
援
を
行
っ

て
い
る
こ
と
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
具
体
的
内
容
に
つ
い

て
説
明
し
ま
し
た
。

（
二
）　

少
年
院
出
院
者
の
立
ち
直
り
に
関
す
る
調
査
結
果

改
正
少
年
法
施
行
五
年
後
の
見
直
し
を
見
据
え
た
効
果
検
証
の

一
環
と
し
て
、
効
果
検
証
セ
ン
タ
ー
に
て
実
施
し
て
い
る
少
年
院

出
院
者
の
立
ち
直
り
に
関
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調
査
の
結
果
を
発

表
し
ま
し
た
。
本
調
査
は
、
少
年
院
出
院
後
、
非
行
少
年
が
ど
の

よ
う
に
立
ち
直
っ
て
い
く
の
か
、
矯
正
教
育
は
立
ち
直
り
に
ど
の

よ
う
な
影
響
を
与
え
る
の
か
を
当
事
者
の
主
観
的
な
視
点
か
ら
明

ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。
調
査
結

果
か
ら
、
少
年
院
出
院
後
し
ば
ら
く
は
心
情
の
揺
れ
が
大
き
い
も

の
の
、
徐
々
に
安
定
し
て
い
く
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
を
た
ど
り
、
少

年
院
は
、
立
ち
直
り
を
促
進
す
る
た
め
に
、
落
ち
着
い
た
環
境
で

更
生
意
欲
を
持
た
せ
る
こ
と
、
規
則
正
し
い
生
活
習
慣
や
健
全
な

活
動
へ
の
自
信
を
持
た
せ
る
こ
と
、
適
切
な
社
会
資
源
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
い
う
示
唆
が
得
ら
れ
た
こ
と
を
共
有
し

ま
し
た
。
ま
た
、
少
年
院
に
入
院
し
た
経
験
が
セ
ル
フ
・
ス
テ
ィ

グ
マ
（
少
年
院
出
院
者
に
対
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
イ
メ
ー
ジ
を
内
面

化
す
る
こ
と
）
と
な
る
場
合
が
あ
り
、
そ
れ
が
立
ち
直
り
の
過
程

に
お
い
て
、
そ
の
よ
う
な
過
去
を
乗
り
越
え
よ
う
と
促
進
的
に
影

響
す
る
可
能
性
も
、
自
分
は
一
般
の
人
と
は
違
う
と
い
う
形
で
抑

制
的
に
影
響
す
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
言
及
し
ま
し
た
。発表の様子
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（
三
）　

質
問
等

参
加
者
か
ら
は
、「
な
ぜ
少
年
院
は
、
施
設
ご
と
に
多
様
な
外

観
な
の
か
」
と
の
質
問
が
あ
り
、
日
本
の
少
年
院
に
お
い
て
は
、

地
域
性
や
家
庭
的
な
雰
囲
気
を
大
事
に
し
て
い
る
た
め
、
こ
の
よ

う
な
外
観
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
説
明
し
、
矯
正
施
設
の
環
境
も

立
ち
直
り
を
促
進
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
と
い
う
議
論
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

八　

施
設
見
学

九
月
六
日
（
金
）、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
チ
ャ
ン
ギ
刑
務
所
の
一

角
に
あ
る
施
設
で
あ
る
「
Ｔ
Ｍ
１
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

（
一
）　

概
況
説
明

Ｔ
Ｍ
１
施
設
は
、
収
容
人
数
一
〇
〇
一
人
の
中
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

刑
務
所
で
、
更
生
訓
練
を
受
け
て
い
る
若
い
犯
罪
者
を
収
容
し
て

い
る
施
設
で
す
。
壁
面
に
は
、四
階
建
て
の
高
さ
の
灯
台
の
絵
や
、

砂
の
上
に
は
、
ヒ
ト
デ
の
銀
河
の
絵
な
ど
、
様
々
な
絵
が
描
か
れ

て
い
ま
し
た
。
絵
に
は
、
意
味
が
あ
り
、
例
え
ば
、
浜
に
打
ち
上

げ
ら
れ
た
ヒ
ト
デ
の
絵
は
、
被
収
容
者
を
表
し
て
お
り
、
Ｔ
Ｍ
１

は
、
座
礁
し
た
ヒ
ト
デ
を
救
う
た
め
に
海
に
戻
す
の
と
同
じ
よ
う

に
、
被
収
容
者
は
社
会
に
戻
る
の
を
助
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い

う
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

Ｔ
Ｍ
１
施
設
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
刑
務
所
学
校
も
運
営
し

て
お
り
、
刑
務
所
学
校
に
は
、
他
の
刑
務
所
か
ら
移
送
さ
れ
た
受

刑
者
が
収
容
さ
れ
、受
刑
中
に
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
学
校
の
使
命
は
、「
生
活
を
立
て
直
し
、
希
望
を
目
覚
め
さ

せ
る
」
こ
と
で
、
学
校
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
、
教
師
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
、
学
生
の
学
業
成
績
の
向
上
と
人
格
形
成
の
達
成
を
支
援
す

る
こ
と
に
重
点
を
置
い
て
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

ま
た
、
更
生
訓
練
を
受
け
て
い
る
若
い
犯
罪
者
の
更
生
を
目
的

と
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
環
と
し
て
、
刑
務
所
か
ら
釈
放
さ
れ
た

後
の
雇
用
可
能
性
を
高
め
る
た
め
に
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
デ
ザ
イ
ン
に
関
す

る
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
ほ
か
、
物
流
、
食
品
飲
料
、
バ
リ
ス

タ
コ
ー
ス
な
ど
の
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
も
実
施
さ
れ
て
い
る
と

の
こ
と
で
し
た
。

（
二
）　

所
内
参
観

所
内
は
、
広
く
、
明
る
い
も
の
の
、
格
子
が
多
い
設
計
と
な
っ
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て
い
ま
し
た
。
無
機
質
さ
を
和
ら
げ
る
工
夫
と
し
て
、
所
内
の
各

所
に
は
、
立
ち
直
り
に
資
す
る
よ
う
な
、
格
言
な
ど
が
記
載
さ
れ

た
絵
な
ど
が
描
か
れ
て
い
ま
し
た
。

参
観
時
、
中
庭
で
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
い
わ
ゆ
る
「
運
動
」）

が
行
わ
れ
て
お
り
、
被
収
容
者
が
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
や
セ
パ
タ

ク
ロ
ー
に
興
じ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
ス
キ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

教
室
で
は
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
デ
ザ
イ
ン
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

参
観
時
、
訓
練
生
が
製
作
し
た
作
品
を
紹
介
し
て
お
り
、
こ
こ
で

の
訓
練
に
満
足
し
て
い
る
旨

の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
の
学
習
用
の
教

室
に
は
、
各
種
資
格
試
験
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
、
全
て
の

席
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
使

用
で
き
る
状
態
に
な
っ
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
図
書
室
も
完
備
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
図
書
室
の

本
は
、
国
立
図
書
館
の
本
と

定
期
的
に
入
れ
替
え
て
い
る

と
の
こ
と
で
し
た
。
難
解
な
書
籍
も
あ
り
、被
収
容
者
の
中
に
は
、

収
容
中
に
学
位
を
取
得
す
る
た
め
の
勉
強
を
行
い
、
出
所
後
、
直

ち
に
大
学
に
入
学
す
る
者
も
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

一
方
、
居
室
は
、
ベ
ッ
ド
や
布
団
が
な
く
、
ご
ざ
が
貸
与
さ
れ

る
の
み
で
あ
り
、
ま
た
、
ト
イ
レ
に
つ
い
た
て
な
ど
は
な
く
、
相

当
に
簡
素
な
様
子
で
し
た
。

九　

終
わ
り
に

「
立
ち
直
り
」
調
査
が
、
再
犯
研
究
と
異
な
り
、
あ
る
時
点
に

お
け
る
明
確
な
事
象
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
概
念
で
は
な
く
、
あ
る

期
間
を
通
じ
て
進
行
・
維
持
さ
れ
る
過
程
（process

）
で
あ
る
こ

と
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
こ
そ
、
定
量
的
な
調
査
に

終
始
す
る
の
で
は
な
く
、
定
性
的
（
質
的
）
な
調
査
で
、
一
件
、

一
件
を
丁
寧
に
調
査
す
る
こ
と
の
重
要
さ
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

特
に
、
現
在
、
矯
正
局
少
年
矯
正
課
に
お
い
て
は
、
改
正
少
年

法
施
行
五
年
後
の
見
直
し
に
向
け
た
検
討
を
進
め
る
た
め
、
少
年

院
出
院
者
の
立
ち
直
り
の
プ
ロ
セ
ス
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
た
調
査
を
進
め
る
べ
く
、
調
査
デ
ザ
イ
ン
を
検
討
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
た
め
、
各
国
に
お
け
る
調
査
結
果
や
「
立
ち
直
り
」

施設参観
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の
考
え
方
に
つ
い
て
幅
広
い
観
点
か
ら
発
表
を
聞
く
こ
と
が
で
き

た
こ
と
は
、
大
変
意
義
深
い
も
の
で
し
た
。

ま
た
、「Y

ellow
 Ribbon Prison Run

」
の
よ
う
な
社
会
復

帰
支
援
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
は
、単
に
体
を
動
か
す
だ
け
で
な
く
、

前
科
の
あ
る
人
々
に
対
す
る
社
会
の
理
解
を
促
進
し
、
彼
ら
が
再

び
社
会
の
一
員
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
の
重
要
性
を
訴
え

る
た
め
、
一
般
の
方
々
を
多
く
巻
き
込
む
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
盛
大

に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
我
が
国
に
お
い
て
も
、
罪
を
犯
し
た
人

の
再
犯
防
止
に
向
け
た
取
組
へ
の
理
解
促
進
の
た
め
に
、
矯
正
施

設
を
活
用
し
、何
ら
か
の
行
動
（
イ
ベ
ン
ト
等
）
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、今
回
の
発
表
の
中
に
は
、最
新
の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
（
Ａ

Ｉ
や
Ｖ
Ｒ
な
ど
）
を
活
用
し
た
再
犯
防
止
施
策
の
取
組
や
展
望
に

つ
い
て
発
表
す
る
も
の
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
「
矯
正

施
設
に
お
け
る
収
容
」と
い
う
環
境
下
で
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
、

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
発
展
に
よ
り
、
新
た
に
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

受
刑
者
の
再
犯
防
止
施
策
を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
方
、
受
刑
者
に
も
、
社
会
復
帰
に
当
た
っ

て
、
デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の

た
め
の
教
育
も
充
実
さ
せ
て
い
く
必
要
性
を
感
じ
ま
し
た
。

会
議
以
外
の
場
で
も
、
多
様
な
国
の
専
門
家
と
意
見
交
換
す
る

機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
、
他
国
の
取
組
で
学
ぶ
べ
き

点
も
多
く
感
じ
た
一
方
、
我
が
国
の
取
組
を
伝
え
る
と
、「
ぜ
ひ
、

自
分
の
国
で
も
取
り
入
れ
た
い
。」
と
コ
メ
ン
ト
を
も
ら
え
る
な

ど
、
他
国
か
ら
学
ぶ
だ
け
で
な
く
、
我
が
国
の
取
組
を
他
国
に
積

極
的
に
発
信
し
て
い
く
重
要
性
も
感
じ
ま
し
た
。そ
の
た
め
に
も
、

罪
を
犯
し
た
人
の
再
犯
防
止
・
立
ち
直
り
に
関
す
る
エ
ビ
デ
ン
ス

の
蓄
積
に
一
層
尽
力
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
成
果
を
積
極
的
に
発

信
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
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